
八王子市下水道使用料等懇談会
第2回 下水道事業の経営状況

令和7年（2025年）8月26日
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１ 公営企業とは

地方公共団体が住民福祉の増進を目的として経営する企業

地域住民の生活に必要なサービスを提供する

下水道事業のほか、水道事業、病院事業、交通事業（バス・地下鉄）などがある

原則、事業の経営に伴う収入をもって運営する独立採算制

⇒下水道事業では、下水道使用料が主な収入
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２ 令和5年度決算の状況

令和5年度損益計算書 （単位 億円）

営業収益 Ａ
（下水道使用料など）

84.0

営業費用 Ｂ
（維持管理費、減価償却費など）

114.2

営業損益 Ｃ（Ａ-Ｂ） △30.2

営業外収益 Ｄ
（受取利息・長期前受金戻入など）

47.1

営業外費用 Ｅ
（支払利息など）

5.5

経常利益・当年度純利益 Ｃ+（Ｄ-Ｅ） 11.4
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①損益計算書（PL）

1年間の収益及び費用を示すもの

公営企業の業績（黒字・赤字）がわかる
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２ 令和5年度決算の状況

令和5年度貸借対照表 （単位 億円）【】は前年度比

資産の部 1662.7【△49.2】 負債の部 1274.7【△80.5】

固定資産 1618.4【△53.4】 固定負債 397.1【△38.4】

うち構築物 1444.3【△47.9】 流動負債 66.6【△2.1】

流動資産 44.3【4.2】 繰延収益 811.0【△40.0】

うち預金 22.5【4.0】 資本の部 388.0【31.3】
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②貸借対照表（BS)

年度末時点の資産、負債、資本の状況を示すもの

   



２ 令和5年度決算の状況

令和5年度キャッシュ・フロー計算書 （単位 億円）

業務活動によるキャッシュ・フロー 39.8

投資活動によるキャッシュ・フロー △17.1

財務活動によるキャッシュ・フロー △18.7

資金増減額 4.0

資金期末残高 22.5
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③キャッシュ・フロー計算書（CF）

1年間の資金の増減を示したもの

   公営企業の資金繰りの状況がわかる

 毎年度、資金はおおむね増加傾向
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２ 令和5年度決算の状況

④経営指標

 経費回収率：汚水処理経費を下水道使用料でどの程度賄えているか（100％以上が望ましい）

 経常収支比率：経常経費を経常収入でどの程度賄えているか（100％以上が望ましい）
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３ 流域下水道維持管理負担金
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出典：東京都下水道局「多摩地域の下水道」



３ 流域下水道維持管理負担金

• 出典：東京都下水道局「みんなの下水道（しくみとはたらき）」 9



３ 流域下水道維持管理負担金
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昭和50年代後半ごろから税込38円台を維持し、現在は38.698円

しかし、物価高騰により現在の単価を維持することが困難に

令和8年4月から、税込54.241円に単価改定予定（約40％増）

令和5年度決算額（27.5億円）を新単価に置き換えた場合、11億円増



４ 下水道事業経営戦略

将来にわたって安定的にサービスを提供するため、中長期的な収支見通しを示したもの

令和2年度に策定、令和6年度に改定

計画期間は令和7～16年度

健全な経営のため業績指標の目標を設定
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４ 下水道事業経営戦略

①収入の見通し

 下水道使用料は人口減少により年々減少する見込み

 一般会計からの繰入金は維持管理費の高騰に伴い増加傾向

②支出の見通し

 物価高騰や労務単価の上昇を受けて、維持管理費が高騰

 都へ支出する流域下水道維持管理負担金の単価が令和8年4月から増額予定

 維持管理費の増額により令和8年度以降、赤字が続くことが想定される

 また、経常収支比率や経費回収率も100％を下回ることが想定される 12



４ 下水道事業経営戦略

計画期間内の維持管理費、下水道使用料の見通し
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４ 下水道事業経営戦略

経常収支比率や経費回収率が100％を下回る

→下水道施設の維持管理や更新を適切に行うことが出来なくなる

⇒老朽化による破損、道路陥没のリスク増

下水道サービスを安定的に提供するため、新たな使用料の検討が必要
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４ 下水道事業経営戦略

維持管理費の増加に対して約17億円下水道使用料を増収させることで、計画期間内の収支が均衡

※計画期間内の収支を均衡させるために機械的に算出
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